
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

引き続き、多くの県民が身近に最高水準の音楽に触れる機会を増やすなど文化芸術を鑑賞できる機会を幅広く提供するとともに、若手芸
術家の活動分野を支援していく。

目標に対
する成果
の状況

・サイトウキネンフェスティバルは、雨天により昨年度に引き続きパレードが中止となったため、目標は達成できなかったが、昨年度より参加
者は増加した。
・若手・観光マッチング事業は、若手芸術家の発掘・登録・情報発信を行うためのウェブサイトの充実や、若手芸術家を観光地等へ紹介す
る活動を行ったほか、銀座NAGANOを活用した事業を実施するなど、若手芸術家の活動の場を広げることに繋がった。

 概算事業費（B（A）+C） 54,955 62,283 81,542 119,382

9,910 16,516

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

概　算
人件費

0.60 1.20 2.00 2.00

4,955

50,000 52,373 65,026

16,516

成果目標の達成状況

項目

サイトウ・キネン・フェス
ティバル松本参加者

未達成
90,000

人
54,274

人

Aの
財源

52,373 65,026

1,919 4,144 2,004 102,866

48,081 48,229 63,022

65,026 105,026

65,026 102,866

合計（A) 50,000 102,866

50,042
人

26年度 27年度

当初予算 50,000

補正予算

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

負担金
・サイトウ・キネン・フェスティバル松本の共催
負担先（2014サイトウ・キネン・フェスティバル松本実行
委員会）

60,000 60,000 100,000

３．首都圏における長野県文
化芸術発信事業

負担金

２．若手芸術家・観光コラボ
レーション事業

委託
・若手芸術家等を観光ホテル等へ紹介し活用を促進
委託先：（一財）長野県文化振興事業団

2,866 2,866 2,866

県の文化芸術の振興を図るため、県として県民が文化芸術に親しむ機会を充実し、また文化芸術
活動を活性化するための施策を効率的に推進する必要がある。

課・室 文化政策課

総合５か年
計画

プロジェクト  
２－２－４　農山村産業クラスター形成プロジェクト
６－５－２　誇りある暮らし実現プロジェクト

E-mail bunka@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
７－３　生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

優れた文化芸術の鑑賞機会や発表の機会を広く県民に提供し、心豊かな暮らしの実現を目指す。
成果目標：文化芸術活動に参加した人の割合　　　62.5％（H24）→70.0％（H29)

○サイトウ・キネン・フェスティバル松本など、県内外の多くの方に本物の芸術文化に触れる機会を提供している。
○文化×観光など他分野との連携が期待されている。

65,026

若手・観光マッチング数

事業番号 02 09 02 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 芸術文化活動推進事業費②
担
当
課

部局 県民文化部

２　文化芸術の振興 実施期間 H4 ～

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

52,373

達成10組 15組 20組

○サイトウ・キネン・フェスティバル松本鑑賞者数：90,000人（実行委員会設定値：目安値）
○若手芸術家の発表の場の新規開拓：観光地ホテル等とのマッチング数　15組（３年間のパイロット事業→H27年度20組）

Ｈ26 H27
目標

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

90,000
人

20組

・「銀座NAGANO」2Fイベントスペースにおいて「信州
ミュージアムコーナー」を開設(年4回）
負担先(参加芸術団体）

2,160 2,160 2,160

実施方法 H26事業実績
H26 H27

（当初） （決算） （当初）

１．サイトウ・キネン・フェスティ
バル松本共催負担金

項目

合計


